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　O-OFDM ネットワークでは，細かい光スペクトル資源
を必要量だけ光パスに割り当てることができるが，光ス
ペクトル資源の断片化が生じる．そこで，光パスを複数
のサブ光パスに分割し，断片化した資源を有効に利用す
る方式について研究を行っている．

　トラフィック年間成長率は 40% ~ 60% と言われており，光コアネット
ワークではこれらのトラフィックを柔軟に収容する能力が求められている．
そのためには，既存のインフラの資源を余すことなく利用することが重要
である．
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　Wi-Fi ネットワークでは，モバイル端末の急増に伴い，VoIP 
や動画ストリーミング，メールなどの通信品質をそれぞれ確保
する必要がある．そこで，仮想化対応 Wi-Fi ネットワークを用
いて，各通信の特性により接続するチャネルを制御することに
より，通信品質の向上を実現する方式を検討している．

仮想化対応 Wi-Fi ネットワークによる QoS 保証

仮想化対応無線基地局

スマートフォンの光を用いた地下街向け避難誘導
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　地下街では，地震などにより停電が発生した場合，光量不足
のため壁や床が見えず，非常に危険である．また，避難誘導灯
だけでは，避難経路がわかりにくいという問題点がある．

そこで，スマートフォンが発するバックライトやフラッシュラ
イトを用いて，避難者の視界を確保しつつ避難誘導を示す方式
について研究している．

避難口に遠い側から順々に点滅
（周辺を照らし視界を確保し，流れる光によって避難経路を指示）

Ch1 Ch2 Ch3 Ch4

端末が集中し通信品質が低下 通信特性により 
接続チャネルを制御

波長分割多重化 WDM 光直交周波数分割多重化 O-OFDM

光ファイバ

光スペクトル

光パス A

光パス B

光パス C

Freq.

利用可能

Route 1

Route 2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

Route 3

Frequency spectrum number

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

Frequency spectrum number

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

通常資源割当て 光パス分割割当て

従来 提案


